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・市の財政状況について ･･･p. ２～３
・裁判員制度がはじまります ･･･p. ４～５
・メディアパークシティ構想 ･･･p. ６
・65歳以上の障害者控除認定 ･･･p. ８
・後期高齢者医療保険料、国保税の口座振替  ･･･p. ９

平成20年　霜月
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No.32

11月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,614人（+65）　男21,844人（+52）　女21,770人（+13）・世帯数15,073世帯（+60）

３人がかりなら
　 　負けないぞー !

広
報

★ 市スポーツフェスティバル　～人気を集めた「相撲部屋体験入門」～
　子どもから大人まで気軽に楽しめる参加型イベント「第３回市スポーツフェステバル」が10月13日、晴れ
渡る秋空のもと市総合運動公園で開催され、大勢の家族連れでにぎわいました。
　会場では、地元の相撲部屋「立浪部屋」による “相撲部屋体験入門” をはじめ、“宝探しゲーム” “親子フット
サル大会” などが行われ、参加者の皆さんは、思い思いのスポーツを気軽に楽しみ、気持ちのいい汗をかいて
いました。
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市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
今
ま
で
と
異
な
っ
た
視
点
か
ら
と
ら
え
る

た
め
に
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
る
発
生
主
義
会
計
の
見
地
に
立
っ
た
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
財
産
や
借
入
金
な
ど
財
務
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
も
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
が
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た

公
共
施
設
や
、
基
金
な
ど
市
の
資
産

は
ど
の
く
ら
い
か
？
施
設
整
備
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
た
税
や
こ
れ
か
ら

の
負
担
と
な
る
借
入
金
な
ど
の
債
務

は
ど
の
く
ら
い
か
？
こ
れ
ら
資
産
と

負
債
の
状
況
を
示
す
た
め
の
報
告
書

が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

で
す
。

　

市
の
有
形
固
定
資
産
、
投
資

な
ど
、
流
動
資
産
を
加
え
た
総

資
産
は
約
４
3
４
億
５
０
０
０
万

円
で
、
市
民
一
人
あ
た
り
に
換

算
す
る
と
約
１
０
０
万
８
千
円

に
な
り
ま
す
。
負
債
総
額
は
約

１
６
１
億
９
７
０
０
万
円
、
正
味
資

産
は
、
約
２
７
２
億
５
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
正

味
資
産
比
率
は
（
企
業
で
い
う
と
こ

ろ
の
自
己
資
本
比
率
）
62
・
７
％
と

な
り
ま
す
。
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

０
・
５
％
上
が
り
後
年
度
の
負
担
が

わ
ず
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。

借　方
【資産の部】
１有形固定資産
２投資等
３流動資産

市全体(単位：千円) 市民一人あたり(単位：円)
34,745,807
6,356,173
2,348,084

806,167
147,475
54,480

資産合算 43,450,064 1,008,122

貸　方　
【負債の部】

１固定負債

２流動負債

市全体

(単位：千円)

市民一人あたり

(単位：円)
14,947,729

1,249,741

346,815

28,996

負債合計 16,197,470 375,811
【正味資産の部】

１国庫支出金

２県支出金

３一般財源等

4,461,590

938,518

21,852,486

103,517

21,775

507,018
正味資産合計 27,252,594 632,311

負債・正味資産合計 43,450,064 1,008,122

借　方（資金をどんな資
　　　産に替えたのか）

貸　方（資金をどこから調達
したか）

資 産
＜市民の財産＞

将来世代に残る財産や権
利などの金額

負 債
＜将来の市民負担＞

将来世代がこれから負担
しなければならない金額

正味資産
＜今までの市民負担＞

今までの世代が負担した金額

[バランスシートとは？]
　左の図がバランスシート

の大まかな形です。左側が

「資産」といい、「資産」に

は土地・建物、現金・預金、

出資金などがあります。右

側は「負債」「正味資産」

といいます。「負債」には、

市の借金などがあります。

「正味資産」は、国・県の

補助金や税金などです。

バランスシート（普通会計）平成20年3月31日現在
※普通会計とは一般会計に市営分譲住宅特別会計を加えたものです。

　　　　　　　　債務負担行為にかかる補償等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　市全体    市民一人あたり

①物件の購入等にかかるもの　　　　　　0千円　　　　  　0円

②債務保証および損失補償にかかるもの　0千円 　　 　　　0円

③利子補給等にかかるもの 4,919千円 114円 

⇒

※市民一人あたりの額は、平成20年３月31日現在の住民基本台帳人口（43,100人）で各項目を除し、四捨五入したものです。

　このため、合計欄が表内の計算値と一致しないことがあります。

財政状況をお知らせします

市のバランスシートと
    行政コスト計算書（普通会計）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
市
有
財
産
・
負
債
の
状
況
）
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項　目 市全体

（単位：千円）

市民一人あたり

（単位：円）

構成比

（％）

人にかかるコスト(職員の人件費など) 2,758,826 64,010 21.9

物にかかるコスト（物件費、維持

補修費、減価償却費など）
3,766,914 87,399 29.9

移転支出的なコスト（扶助費、補

助費、他会計への繰出金など）
5,795,875 134,475 46.0

その他のコスト（公債費利子分など） 281,015 6,520 2.2

費用合計（A） 12,602,630 292,404 100.0

使用料・手数料 957,524 22,216

国・県支出金 1,059,113 24,573

一般財源 9,833,475 228,155

収入合計（B） 11,850,112 274,945

国・県支出金償却額など（C） 361,440 8,386

期首一般財源 22,243,564 516,092

差引一般財源など増減額（D＝B－A＋C） △391,078 △9,074

期末一般財源など 21,852,486 507,018

※市民一人あたりの額は、平成20年３月31日現在の住民基本台帳人口（43,100人）         

　で各項目を除し、四捨五入したものです。このため合計欄が表内の計算値と一致し   

　ないことがあります。

　平成19年度の行政コストの総額は、約１２６億３００万円となっています。市民
一人あたりで見ると約２９万２千円になります。
　項目別では、「移転支出的なコスト」が５７億９，６００万円（46.0％）と最も高くなっ
ています。移転支出的なコストには、ごみ・し尿処理、消防・救急業務などを行う一
部事務組合への負担金や、児童手当、生活保護費などの扶助費、特別会計への繰出金
が含まれています。

 行政コスト計算書　　平成19年４月１日～平成20年３月31日

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎財政課　
　☎58－2111（内線1231）

飯島市長に寄附を手渡す大会実行委員長の山野井さん

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
費
用
）

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
民
間
企
業

の
決
算
に
お
け
る
損
益
計
算
書
に
相

当
す
る
も
の
で
す
が
、
行
政
に
は
利

益
と
い
う
概
念
が
な
い
た
め
、
コ
ス
ト

（
費
用
）
と
一
般
財
源
と
の
関
係
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
、
給
付
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら
な

い
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
事
業
と
い
わ
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、
１
年
間
で
ど
の

  　
市
で
は
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条
例
」
を
制

定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
他
の
地
域
に
暮
ら
し
な
が
ら
つ
く
ば
み
ら

い
市
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
思
い
を
寄
せ
、
貢
献
し
た
い
応
援
し
た
い

と
い
う
方
か
ら
の
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
財
源
と
し
て
、

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
思
い

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

●
●　

環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
事
業　

●
●

　

自
然
環
境
と
の
調
和
と
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど

　

●
●　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業　

●
●

　

健
康
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進
な
ど

　

●
●　

地
域
の
魅
力
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業　

●
●

　

産
業
振
興
や
商
業
活
性
化
、
観
光
産
業
の
育
成
な
ど

　

●
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
伊
奈
庁
舎
財
政
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
58
‐
５
６
１
１

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
」
第
１
号

つ
く
ば
み
ら
い
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

実
行
委
員
会
よ
り
市
に
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た

　

本
年
９
月
に
制
定
さ
れ
た
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
附
金
」
第
１
号
と
し

て
、
10
月
14
日
、
常
陽
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
市
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
金
10
万
円
を
、「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
・
学
校

教
育
の
推
進
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
大
会
実
行
委
員
会
か
ら

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
指
定
さ
れ
た
事
業
区

分
に
応
じ
て
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ふ

る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に
い
っ
た
ん

積
み
立
て
、
計
画
的
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

く
ら
い
の
お
金
を
必
要
と
し
、
ど
の

く
ら
い
の
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た

の
か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
は
、
市
の

職
員
に
要
す
る
人
件
費
や
、
建
物
な

ど
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
か
か
る

費
用
の
ほ
か
、
実
際
に
現
金
の
支
出

を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
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裁
判
員
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

水
戸
地
方
裁
判
所
で
は
、
茨
城
県

内
の
44
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

平成２１年５月２１日から
　　　 裁判員制度が始まります

国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
る
裁
判
員
が
、
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
制
度
で
す
。
６
人
の
裁
判
員
と
３
人
の
裁
判
官
が
、
と
も
に
刑
事
裁
判
に

立
ち
会
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て

成
り
立
つ
制
度
で
す
。

　

あ
な
た
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
や
豊
か
な
視
点
が
裁
判

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
に
は
12
月
10
日
ご
ろ
ま
で
に

　
　
　

名
簿
記
載
通
知
と
調
査
票
が
届
き
ま
す

が
、
選
挙
権
が
あ
る
人
の
中
か
ら
く

じ
で
選
び
作
成
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
現
在
、
平
成
21
年
の
裁
判
員
候

補
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
方

に
は
、
12
月
10
日
ご
ろ
ま
で
に
、
名

簿
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名

簿
記
載
通
知
）が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
翌
年
、
裁
判
員
を

選
任
す
る
た
め
の
手
続
を
行
う
期
日

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め

の
お
知
ら
せ（
呼
出
状
）が
届
く
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
は
、
ま

だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
よ
う
な
事
情
を
尋
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
な

い
方
が
、
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

か
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、
候
補
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
記
入
・
返
送
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
裁
判
員
制
度
の
実
施
に

向
け
て
、
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

⬅ ⬅⬅ ⬅

♦
裁
判
の
当
日

　

・
候
補
者
は
裁
判
所
に
行
き
、
裁

　
　

判
長
と
面
接

　

・
６
人
の
裁
判
員
を
く
じ
で
選
任

♦
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
に

　

・
事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
く

　
　

じ
で
候
補
者
を
選
び
、
呼
出
状

　
　

を
送
付

♦
平
成
21
年
５
月
21
日

　
　
　

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト
！

♦
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に

・
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知　

　

書
を
送
付

♦
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ご
ろ
ま
で

　

・
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成

★
裁
判
員
選
任
ま
で
の
流
れ
★

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
方

に
は
、
こ
の
名
簿
記
載
通
知
と
同
時

に
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

   

調
査
票
で
は
、
①
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に
就
い
て
い

る
か
ど
う
か
（
就
職
禁
止
事
由
の
有

無
）、
②
１
年
を
通
じ
て
の
裁
判
員

の
辞
退
希
望
の
有
無
・
理
由
、
③
月

の
大
半
に
わ
た
っ
て
裁
判
員
と
な
る

こ
と
が
特
に
困
難
な
特
定
の
月
が
あ

る
場
合
、
２
カ
月
を
上
限
と
し
て
、

そ
の
特
定
の
月
に
お
け
る
辞
退
希
望

の
有
無
や
理
由
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
①
裁
判
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
職
業
に
就
い
て
い
る

方
、
②
の
70
歳
以
上
の
方
や
学
生
な

ど
で
、
翌
年
１
年
間
辞
退
を
希
望
す

る
と
し
た
方
に
は
、
そ
の
後
裁
判
所

か
ら
お
知
ら
せ
（
呼
出
状
）
が
届
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
③
の
月
の
大
半
に
わ
た
っ

て
裁
判
員
と
な
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
す
る
理
由
が
辞
退
事
由
に
当
た

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

月
に
審
理
が
行
わ
れ
る
裁
判
員
対
象

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
て

も
裁
判
所
か
ら
お
知
ら
せ（
呼
出
状
）

が
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
票
を
お
送
り
す
る
の
は
、
こ

調
査
票
の
記
入
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
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行
政
協
力
員
研
修
会
で

裁
判
員
制
度
の
講
演
会

　

10
月
12
日
、
谷
和
原
公
民
館
に
お
い
て
、

市
と
区
長
会
の
共
催
に
よ
る
行
政
協
力
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
戸
地
方
検
察
庁
職
員
を
講
師

に
迎
え
、来
年
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
裁

判
員
制
度
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

問 　

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
裁

判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

saibanin.courts.go.jp/)

で
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

・
水
戸
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
４
０
８

　

・
伊
奈
庁
舎
総
務
課
☎
58
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

内
線
１
２
１
５)

 　　　　　　　　　　　　　　裁判員制度に関するQ＆A
Q １：裁判員制度は、なぜ導入されるのですか?

　　A１： 国民の皆さんが裁判に参加することによって、法律の専門家でない人たちの感覚が、裁判の内容に反映されること
　　　　　になります。その結果、裁判が身近になり、国民の皆さんの司法に対する理解と信頼が深まることが期待されています。
Q ２：候補者名簿に記載されたら、必ず裁判所に行くことになるのですか?
　　A２：候補者名簿に記載されても、くじで選ばれなかった場合は呼び出しされません。また、候補者名簿は１年ごとに
　　　　　作成されますので、１年間が経過すれば裁判員候補者ではなくなります。ただし、翌年以降の候補者名簿に再び
　　　　　記載される可能性はあります。しかし、過去５年以内に裁判員になった方や過去１年以内に候補者として裁判所
　　　　　に行った方は、裁判員になることを辞退することができます。
Q ３：どのような事件を扱うのでしょうか?
　　A３：裁判員裁判の対象事件は、一定の重大な犯罪であり、具体例は次のとおりです。
　　　　①人を殺した場合(殺人)、　　②強盗が人にけがをさせ、あるいは、死亡させた場合（強盗致死傷）
　　　　③人にけがをさせ、その結果、死亡させた場合(傷害致死)
　　　　④ひどく酒に酔った状態で、自動車を運転して人をひき、死亡させた場合（危険運転致死)
　　　　⑤人が住んでる家に放火した場合（現住建造物放火)、　⑥身代金を取る目的で、人を誘拐した場合（身代金目的誘拐）
           　⑦子供に食事を与えず、放置して死亡させた場合（保護責任者遺棄致死)
Q ４：裁判員を辞退することはできないのですか?
　　A４：原則として辞退することはできません。ただし、次のような辞退事由がある場合、辞退することができます。
　　　　①70歳以上の方、　　②学生または生徒、　　③重い病気やけがをしている方、　④親族・同居人の養育・介護をしている方
　　　　⑤親族の結婚式・葬式等への用務がある方、　  ⑥親族・同居人の通院等の付き添いをする方(出産に立会う方を含む)             
　　　　⑦妊娠中または出産日から8週間を経過していない方、⑧とても重要な仕事があり、自分で処理しないと著しい損害が生じる方
Q ５：裁判員は法律のことを知らなくても大丈夫ですか?
　　A５：特に法律知識は必要ありません。法律知識が必要な場合は、裁判官から分かりやすく説明がありますので心配ありません。
Q ６：トラブルに巻き込まれたりしないですか?

　　A６：裁判員は法律で保護されていますので心配ありません。裁判員の個人情報は公にされませんし、裁判員に頼み事を
　　　　　したり、裁判員や家族を脅した者には刑罰が科せられることになっています。なお、裁判員や家族に危害が加えら
　　　　　れるおそれがあり、裁判員の参加が非常に難しい事件については、裁判員は加わらず裁判官のみで裁判を行います。

Q ７：裁判員は何日ぐらい裁判に参加するのですか?
　　A７：多くの裁判は連日で3日以内に終わると見込まれています。また、1日の裁判にかかる時間は、5時間～ 6時間程度
　　　　　となります。

Q ８：裁判員になる可能性はどれくらいですか?
　　A８：裁判員候補者名簿に記載される方は約３２０人に１人、実際に裁判員として裁判に参加する方は約３, ０００人に
　　　　　１人程度となります。　（水戸地方裁判所で扱う事件を１００件とした場合）　
    

    ※裁判員制度の開始に伴い個人情報等を聞き出そうとする悪質事例の発生が予想されますので、裁判員制度に関する不審
         な電話やメール、郵便物等が送られてきた場合には、最寄りの裁判所、検察庁にご連絡ください。
　※裁判員制度をわかりやすく説明した映画「審理」(主演：酒井法子）のDVDを市役所総務課で無料貸し出ししていますの
　　で、どうぞご覧ください。
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年　　月 内　　　　　　　容

　平成１０年１１月
茨城県、つくばみらい市および民間企業の62団体の出資により設立される。
（資本金：31億1千万円、内県出資金：5億円、市出資金：2億円）

　平成１２年　４月 ワープステーション江戸の整備を行いオープン（4月21日）する。

　平成１４年　７月 ワープステーション江戸事業の低迷により、債務整理のため民事再生手続き開始の申し立てを行う。

　平成１４年１０月 ワープステーション江戸事業を、(財)茨城県開発公社へ営業譲渡を行う。

　平成１６年    ８月 繰越損失の解消を図るため減資手続を行う。（資本金：31億1千万円から2千万円へ減資：▲30億9千万円）

    平成２０年１０月 事業収益の減少のため自主解散を行う。

　メディアパークシティ整備構想については、茨城県、市（旧伊奈町）および第三セ

クターの「株式会社メディアパークつくば」によって進めてきた事業でありますが、

社会経済情勢の変化や当事業を進めるため設立した「㈱メディアパークつくば」の解

散など、現在、当構想を取り巻く環境が変わってきたところです。

　市では、社会経済情勢の変化や町村合併もありましたので「メディアパークシティ

整備構想」の内容やこれまでの効果、そして今後の予定などを今月号からの市広報に

おいて数回に分けて掲載し、市民の皆さまへお知らせしていきます。

　第１回の今回は、「メディアパークシティ整備構想」の内容と「㈱メディアパークつ

くば」の解散に至る経緯、今後の当事業の進め方についてお知らせします。

「メディアパークシティ整備構想」の今後について

 メディアパークシティ整備構想の現況と進め方 
　21世紀のモデルとなる高度情報都市として、ワープステーション江戸周辺地域に、マルチメディアなど高度情報技術を活用し、

先端的情報産業の集積を図るとともに世界に情報を発信できる拠点都市の創造として、次の３点を目標に整備を進めるものです。

　  歴史公園
体験・交流拠点であり、マルチメディアの普及・啓発と当地域のイメー

ジアップを目指す。（ワープステーション江戸）
　　先 導 事 業

　  中核施設　
企業集積の核となるマルチメディアの活動拠点として、ＩＴ関連の共同

研究・人材育成機能、企業のアンテナ機能・情報発信機能を整備する。
　　第二期事業

産業誘致地区
先端的な情報通信環境を整備し、マルチメディア・ＩＴ関連の産業集積

を目指す。

　その先導事業として、市において平成11年度に「市立歴史公園」を整備し、その後、㈱メディアパークつくばによ

り「ワープステーション江戸」を整備しました。

　先導事業以外の第二期事業の中核施設、産業誘致地区の整備については、茨城県が主体となって整備する予定でし

たが、茨城県行財政改革において大規模事業見直しが行われ、現在、当事業は凍結となっています。本年9月に茨城県

と市では、「㈱メディアパークつくば」に代わり当事業を推進するための民間企業も参画できる「つくばみらい企業誘

致等推進協議会」を設立しました。今後は、県、市およびこの協議会と一致協力しながら、整備手法の検討や企業誘

致を行うなど引き続きワープステーション江戸周辺地域の振興施策を進めていきます。

　　　「㈱メディアパークつくば」設立と現在までの経緯
　㈱メディアパークつくばは、県、市および民間企業の出資により「メディアパークシティ整備構想」推進のための運営
母体として平成10年に設立された株式会社（第三セクター）です。
　主な事業内容としては、メディアパークシティ整備構想の推進およびワープステーション江戸の建設・運営などを行って
きましたが、事業収益の減少のため本年10月の臨時株主総会において正式に自主解散したところです。

  　

※第２回（12月18日発行）の掲載予定内容・・・ メディアパークシティ整備構想の先導事業として整備された「ワープステー
ション江戸」の利用状況等についてお知らせします。

　《おわび》

　市民の皆さまには、本年8月の市広報において㈱メディアパークつくばの解散についてお知らせしましたが、10月
17日をもって正式に解散しました。このような結果になりましたことは、市として大変残念であり、市民の皆さま
や関係者の方々に多大なご心配、ご迷惑をおかけしましたことを心よりおわび申し上げます。

ワープステーション江戸
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つ
く
ば
み
ら
い
の
〝
新
米
〞
で
、
秋
の
実
り
を
堪
能

安全・安心な市民生活を支援します！

市消費生活センターお気軽にご相談ください！

　

「
つ
く
ば
み
ら
い
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」
が
10
月
10
日
、
谷
和
原
庁

舎
１
階
に
開
設
し
、
当
日
の
朝
に

は
、
職
員
手
製
の
看
板
を
入
り
口
に

か
け
、
相
談
の
受
け
付
け
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活
専

門
の
相
談
員
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
消
費
全
般
に
関
す
る
皆
さ
ま
の

悩
み
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

☎25-3288  FAX57-2288
● 
開　

設　

日

　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
・
年
末
を
除
く
）

● 

開

設

時

間

　

・
午
前
９
時
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
４
時

手製の看板をかけた飯島市長(写真左)と、２人の専門相談員(写真右)

● 

相
談
専
用
電
話

　

☎
２
５
‐
３
２
８
８

　

FAX    

５
７
‐
２
２
８
８

悪
質
商
法
の
被
害
に　

　
　

あ
わ
な
い
た
め
に

〜 

高
齢
者
向
け
に
講
演
会
を
開
催 

〜

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
に
あ
わ

せ
、
茨
城
県
消
費
者
教
育
講
師
の
中な
か

江え

元も
と

子こ

先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
高
齢

者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
の
手
口
と
対

処
法
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
が

９
月
25
日
、
伊
奈
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
１
０
０
人
近
い

方
々
は
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

市
と
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
取
手
分
室
の
共
催
に
よ

る
講
演
会

市公共事業再評価委員会から答申

特
別
に

　

お
い
し
い
お
米
だ
ね
！

〜 

伊
奈
穂
ふ
れ
あ
い
給
食 

〜

　

６
年
生
の
児
童
た
ち
が
、
こ
と
し

５
月
に
自
分
た
ち
で
田
植
え
を
し
て

実
っ
た
お
米
（
ゆ
め
ひ
た
ち
）
を
用

い
た
「
伊
奈
穂
ふ
れ
あ
い
給
食
」
が

10
月
22
日
、
三
島
・
板
橋
・
東
の
各

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
食
は
、食
べ
物
の
大
切
さ
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と

で
始
ま
り
、こ
と
し
で
13
年
目
で
す
。 　

児
童
た
ち
は
、
田

植
え
の
大
変
さ
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
市

長
や
副
市
長
、
教
育

次
長
、
水
田
を
管
理

し
て
く
だ
さ
っ
た
井い

土つ
ち

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
た
ち
と

共
に
、
ふ
だ
ん
と
は

一
味
違
う
特
別
に
お

い
し
い
お
米
を
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
奈
穂
ふ
れ
あ

い
給
食
を
楽
し

む
児
童
た
ち

～ 立浪部屋に新米贈呈 ～
市の特産米で力士を応援！

　

市
と
茨
城
み
な
み
農
業

協
同
組
合
は
10
月
７
日
、

市
内
の
豊
か
な
田
園
地
帯

で
作
ら
れ
た
市
の
特
産
米

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
地
元

の
相
撲
部
屋「
立
浪
部
屋
」

へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
長
と
同
組

合
代
表
理
事
ら
が
立
浪
部

屋
を
訪
問
し
、
地
元
の
お

い
し
い
新
米
を
食
べ
て
、

力
士
の
み
な
さ
ん
に
力
を

つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
込
め
て
新
米

２
俵
を
親
方
に
手
渡
し
ま
し

た
。

新米コシヒカリを受け取る
立浪親方(右から2番目)

事
業
継
続

を
了
承
し

た
旨
の
答

申
を
受
け

ま
し
た
。

答
申
書
を
手
渡

す
神
立
委
員
長

　

市
は
10
月
10
日
に
、
長
期
に
わ
た

る
公
共
事
業
の
継
続
実
施
に
つ
い
て

審
議
を
行
う
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
公

共
事
業
再
評
価
委
員
会
」（
委
員
長

　

神か
ん

立だ
つ

精せ
い

之じ

氏
）
よ
り
、
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
、「『
早
期
事
業
完

了
の
た
め
の
創
意
・
工
夫
』、『
合
理

的
な
事
業
の
実
施
』
に
努
め
る
よ
う

に
」と
の
付
帯
意
見
が
付
い
た
形
で
、
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所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告
者
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
親
族
が
「
障
害
者
」

や
「
特
別
障
害
者
」
に
該
当
す
る
場
合
、『
障
害
者
控
除
』
と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
65
歳
以
上
で
障
が
い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
「
障
が
い
に
準
ず
る
者
」
と
し
て
障
害
者
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　①障害高齢者の日常生活自立度
状　　態 ランク 認定区分

何らかの障がいを有するが、日常
生活はほぼ自立しており、独力で
外出する。

Ｊ ➡ 非該当

屋内での生活はおおむね自立して
いるが、介助なしには外出しない。

Ａ ➡
障害者に
準ずる

屋内生活は何らかの介助を要し、
日中もベッド上での生活が主体で
あるが、座位を保つ。

Ｂ

➡
特別障害
者に準ず
る一日中ベッド上で過ごし、排せつ、

食事、着替えには介助を要する。
Ｃ

対　　象　　者
控除額

所得税 住民税

障害者
身体障害者手帳３～６級
療育手帳Ｂ・Ｃ
精神障害者保健福祉手帳２・３級

27万円 26万円

特 別
障害者

身体障害者手帳１・２級
療育手帳Ａ以上
精神障害者保健福祉手帳１級

40万円 30万円

【
申　

請
】

　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課
窓
口
で
、

申
請
に
必
要
な
事
項
を
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
）

※
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
で
障
害

　

者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
年
内

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
結　

果
】

　

申
請
い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と

に
、
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
介
護
認

定
記
録
な
ど
を
確
認
し
、
認
定
結
果

を
後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

『
障
害
者
控
除
』
の

　
　

 

認
定
に
つ
い
て

年齢65歳以上

⬅

１ 

手
続
き
の
な
が
れ

２　

認
定
の
基
準

　

認
定
の
基
準
は
、
障
が
い

の
場
合
と
認
知
症
の
場
合
と

に
分
け
て
、「
日
常
生
活
自
立

度
」
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
判

断
す
る
区
分
や
ラ
ン
ク
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

控
除
対
象
と
な
る
場
合
は

「
認
定
基
準
表
」
の
と
お
り

で
す
。

【認定基準表】

②認知症高齢者の日常生活自立度　
状　　態 ランク 認定区分

認知症であるが、日常生活は家庭
内および社会的にほぼ自立してい
る。

Ⅰ ➡ 非該当

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さが多少見ら
れても、だれかが注意していれば
自立できる。

Ⅱ ➡
障害者に
準ずる

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さがときどき
見られ、介護を必要とする。

Ⅲ

➡
特別障害
者に準ず
る

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さがひんぱん
に見られ、常に介護を必要とする。

Ⅳ

著しい精神状態や問題行動または
重とくな身体疾患が見られ、専門
医療を必要とする。

Ⅴ

３　

控
除
額

　

認
定
を
受
け
た
場
合
の

控
除
額
は
、「
障
害
者
控
除

額
表
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

【障害者控除額表（参考）】

※配偶者または扶養義務者が同居の特別障害者である場合

には、配偶者控除または扶養控除額に、所得税では35万円、

住民税では23万円を加算した額が控除されます。

◆問い合わせ先

   ○税控除について　伊奈庁舎税務課

 　  ☎58‐2111   （内線1181,1187）

   ○認定について　伊奈庁舎社会福祉課
 　  ☎58‐2111   （内線1153,1154）

H20.11月現在
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後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
か
ら
納

付
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
申
し
出
に

よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き
ま
す
。
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
翌
年
４
月

以
降
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中
止
と
な
り
ま
す
。

　
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
方
の
名
義
か
ら
口
座
振
替
を
す
る
と
、
世
帯
と
し
て

の
所
得
税
や
住
民
税
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
保
険
料

◆問い合わせ先

   伊奈庁舎国保年金課

   ☎58‐2111

   （内線1181,1187）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税

口
座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す

●
口
座
振
替
納
付
に
変
更
で
き
る
条
件

　
（
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か
の
条
件

　

を
満
た
す
方
）

①
平
成
18
年
度
分
お
よ
び
19
年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が

無
か
っ
た
場
合

②
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の

方
で
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
本

人
に
代
わ
っ
て
口
座
振
替
で
保
険
料

を
支
払
っ
て
く
れ
る
場
合

●
申
し
出
の
方
法

　

事
前
に
金
融
機
関
で
口
座
振
替
を

申
し
込
み
、「
口
座
振
替
依
頼
書
（
本

人
控
）」
を
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

ま
た
は
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
ま

で
持
参
し
、「
保
険
料
の
口
座
振
替
に

よ
る
徴
収
方
法
変
更
申
請
書
」
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
と
印
鑑
（
み
と
め
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

・
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
名
義
の
口

座
振
替
へ
変
更
す
る
と
、
そ
の
支

払
っ
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
本
人
の
年
金
か
ら
支
払
う
場
合
、

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
で
き
ま
す
。

国　

民　

健　

康　

保　

険　

税

●
口
座
振
替
納
付
に
変
更
で
き
る
条

件
（
次
の
①
②
の
条
件
す
べ
て
を
満

た
す
方
）

①
平
成
18
年
度
分
お
よ
び
19
年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が

な
か
っ
た
場
合

②
こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
を

口
座
振
替
で
支
払
っ
て
く
れ
る
方

●
申
し
出
の
方
法

　

事
前
に
金
融
機
関
で
口
座
振
替
を

申
し
込
み
し
、「
口
座
振
替
依
頼
書
の

本
人
控
」を
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
・

谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
ま
で
持
参

し
、「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変

更
申
出
書
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
と
印
鑑
（
み
と
め
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

・
世
帯
主
に
支
払
義
務
が
あ
り
ま
す

が
、
従
来
と
同
様
に
「
世
帯
主
ま
た

は
配
偶
者
」
が
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
支
払
っ
た
方
が
社
会
保
険
料
控

除
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
で
も

同
じ
で
す
。

・
年
金
か
ら
支

払
う
場
合
、
本

人
の
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て

▼開催日時＝12月21日㈰　午後１時30分～３時30分
▼会　場＝市立図書館　２階　視聴覚室
▼対象者＝市内在住、在勤、在学者など
　　（※介護専門職等を対象とするものではありません）
▼定　員＝60人（定員になり次第締め切り）
▼費　用＝無料
▼講座内容＝認知症の症状・認知症の人と接するときの心構えなど
▼申込期間＝11月25日㈫～ 12月19日㈮　（土日祝日を除く）

　　　伊奈庁舎介護福祉課　☎58‐2111（内線1172）

　認知症は、誰でもおこりうる脳の病気ですが、身近な方の理解や

ちょっとした手助けがあれば、住み慣れた自宅で生活を続けること

ができます。しかし、そのためには地域の皆さんの支えが必要です。

　市では、このほど地域で認知症の方やその家族を温かく見守る応

援者を養成する「認知症サポーター養成講座」を開催します。何か

を特別に行うことではありませんので、ぜひお申し込みください。

※本講座を受けることで「認知症サポーター」として認定され、認知症を

　支援する目印としてオレンジリング（ブレスレット）が交付されます。

 「認知症サポーター養成講座」を開きます
～ あなたの地域を見守り隊 ～

申
告
で
き
ま
す
。

問申
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“人権” はすべての人に平等です

人権週間
12月4日～ 10日

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12

月
10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
、
毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー

（H
um
an  Rights  D

ay

）」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の

人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
は
み
な
違
い
ま
す
が
、

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の

人
権
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
、
他
の

人
の
人
権
を
侵
害
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権
は
、

「
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も

あ
る
」
と
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

 

特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

　
　
　
　

を
開
設
し
ま
す

　

家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
セ
ク

ハ
ラ
、
近
隣
関
係
、
相
続
な
ど
、
心

配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
4
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
す
こ
や
か
福
祉
館

▼
料
金
＝
無
料

▼
予
約
＝
不
要

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

　

局
担
当
官

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
方

に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え

て
い
た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
人

権
週
間
期
間
中
に「
記
念
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
直
木
賞
受
賞
作
家
の
重し
げ

松ま
つ

清
き
よ
し

氏
に
よ
る
講
演
会
や
、
人
権

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
6
日
㈯
午
後
１
時
〜

（
開
場　

正
午
）

▼
場
所
＝
石
岡
市
民
会
館　

ホ
ー
ル

▼
講
演
会
＝
「
日
常
の
家
族
の
風
景

か
ら
」
講
師　

重
松
清
氏
（
作
家
）

▼
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
、人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
彰
式
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
作
文
朗
読
な
ど

▼
費
用
＝
無
料

 

人
権
週
間

      
記
念
フ
ェ
ス
タ        

▼
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
、
催
事
名

（「
人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ
」）・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
合
計
参

加
人
数
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
＝
９
０
０
人
（
先
着
順
）　

　
　
　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５
水
戸

市
笠
原
町
９
７
８
‐
６
）

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
３
６

FAX
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
３
８

Ｅ
メ
ー
ル　

koso5@pref.ibaraki.lg.jp

問
申

in石岡

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
20
年
度　

日
本
赤
十
字
社
社
資　

市内総額５５０万円超の寄付

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
世
界
各
国

で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
や
、
災
害
で

苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
の
医
療
救

援
や
衣
食
住
の
支
援
、
赤
十
字
病

院
で
の
医
療
事
業
、
社
会
福
祉
施

設
の
運
営
な
ど
、
国
境
、
民
族
、

宗
教
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
道

的
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
基
盤
と
な
る

の
が
、各
ご
家
庭
か
ら
の
寄
付（
一

般
社
資
）
と
、
事
業
所
か
ら
の
寄

付
（
特
別
社
資
）
で
す
。

　

本
年
度
の
市
内
に
お
け
る
一

般
社
資
は
９
４
３
２
世
帯
か
ら

４
６
３
万
８
１
５
０
円
、
特
別
社
資

は
１
０
８
事
業
所
か
ら
８
８
万
５
千

円
、
総
額
で
５
５
２
万
３
１
５
０
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
10

月
１
日
現
在
）。

　

こ
れ
ら
の
社
資
は
全
額
、
日
本
赤

十
字
社
茨
城
県
支
部
へ
送
金
さ
れ
、

人
道
的
活
動
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

各
事
業
所
名
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君　　　人ＫＥＮあゆみちゃん

あなたはひとりじゃない
～被害者相談専用電話のご案内～

常総警察署　☎0297-22-0110

警察では、犯罪の被害にあわれた方の支援をしていま
す。警察および関係機関・団体の相談窓口をご案内し
ますので、お悩みの方はご利用ください。

【警　察】
●警察安全総合相談センター
　☎＃9110
　または☎029-301-9110
●性犯罪被害相談「勇気の電話」
　☎029-301-0278
●ちかん等被害相談所　　　　
　☎029-221-2714
●少年相談コーナー　
　☎029-301-0900
●悪質商法１１０番
　☎029-301-7379
●ハイテク犯罪相談
　☎029-301-8109

【関係機関・団体】
●犯罪被害者相談窓口（茨城県生
　活文化課安全なまちづくり推進室）
　☎029-301-7830
●(社)いばらき被害者支援セン　
　ター (茨城県公安委員会指定　犯罪
　被害者等早期援助団体）
　☎029-232-2736
●(財)暴力追放推進センター
　☎029-228-0893
●水戸地方検察庁 被害者ホットライン
　☎029-221-2199
●法テラス・犯罪被害者支援ダイヤル
　☎0570-079-714
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◆問い合わせ先
　谷和原庁舎生活環境課
　 ☎ 58 - 2111（内線8137）

 
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
！

〜 

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
取
り
組
み 

〜

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
地
球
全
体
の
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
、
市
で
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
庁
舎
お
よ
び
各
施
設

で
さ
ま
ざ
ま
な
温
室
効
果
ガ
ス
（
CO₂
）
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

区　分 電　気 燃　料
自動車 汚水

処理
その他 合　計ガソリン車 軽油車

平成12年度（A）
　旧伊奈町＋旧谷和原村

3,737 1,076 208 70 0 1 5,092
平成18年度（B）
　つくばみらい市

4,457 883 150 50 73 4 5,617

増減(B)-(A) 720 -193 -58 -20 73 3
525

(11%増)

【温室効果ガス排出量の推移】 単位：ｔ-CO₂

 
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　
　

算
定
結
果
と
今
後
の
目
標

「親が変われば、子どもも変わる運動」
 講演会のお知らせ

　子どもたちを有害情報から守るために、子どもたちの
ケータイ・インターネットの利用実態を知り、有害性や
危険性について学ぶとともに、安心なケータイの持たせ
方や上手な利用方法を保護者の方々などに考えていただ
くことを目的に開催します。どなたでも自由に参加でき
ます。皆さんのお越しをお待ちしています。

●期日＝12月14日㈰
●開演時間＝午後１時50分（受付 午後１時から）
●会場＝きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館
●入場料＝無料
●主催＝つくばみらい市ＰＴＡ連絡協議会、青少年育成
　　つくばみらい市民会議
●演題＝「ちょっとまってケータイ
　　　　　　　～あなたの未来と命を守るために～」
●講師＝加

か

藤
とう

千
ち

里
さと

さん、矢
や

野
の

智
さと

子
こ

さん
　　　　　（茨城県メディア教育指導員）　　
　　青少年育成つくばみらい市民会議事務局
　（谷和原庁舎生涯学習課内）☎58‐2111（内線8215）

　

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
会
員

の
占う
ら

部べ

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
谷
井
田
）
が
、

市
内
の
小
学
校
を
巡
っ
て
、
温
暖
化

防
止
を
う
っ
た
え
る
紙
芝
居（
題「
地

球
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

」）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
紙
芝
居
を
見
た
谷
原
小
学
校

の
児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
た
思

い
を
感
想
文
に
書
き
と
め
、
占
部
さ

ん
に
送
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」
と
語

る
占
部
さ
ん
は
、
学
校
以
外
で
も
出

前
紙
芝
居
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
出
前
紙
芝
居
を
ご
希

望
の
方
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
☎
５
８-

７
１
６
８
）問

紙芝居を見て積極的に質問する児童

紙
芝
居
で

　
　

温
暖
化
防
止
の
ス
ス
メ

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組
み

は
、
合
併
前
の
旧
町
村
と
も
そ
れ

ぞ
れ
基
準
年
度
を
平
成
12
年
度
に
定

め
、
平
成
18
年
度
ま
で
に
「
お
お
む

ね
3
％
削
減
」
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
18
年
度
の
算
定
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
（
上
表
参
照
）。

　

結
果
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

各
施
設
に
お
い
て
冷
暖
房
用
の
燃

料
や
自
動
車
に
か
か
る
排
出
削
減
を

図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
11
％
増
加

し
、目
標
値
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

増
加
し
た
主
な
原
因
は
、
12
年
度

当
時
は
汚
水
処
理
に
関
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
が
加
算
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
や
、
排
出
量
を
算
定
す
る
際
の

基
礎
と
な
る
排
出
係
数
が
見
直
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
既
に
策
定
さ
れ
て
い
る

第
２
次
計
画(

平
成
19
年
度
か
ら
23

年
度)
に
基
づ
き
、
17
年
度
を
基
準

年
度
と
し
て
新
た
な
施
設
等
の
こ

と
も
考
え
、
23
年
度
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を

「
お
お
む
ね
３
％
削

減
」
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
事
業
所
と

し
て
、
排
出
抑
制
に

努
め
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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市内の出来事

〜つくばみらいのわだい 〜

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
永
年
に
わ
た
っ
て
危
険
な
業
務
に
就
き
、
社
会
へ
貢
献
さ
れ
た
功
績
を

た
た
え
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
２
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
瑞
宝
単
光
章
・
消
防
功
労

　
　
　
　

瓜う
り

田た　

英ひ
で

雄お

氏
（
西
ノ
台
）　

元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

　

瓜
田
氏
は
昭
和
36
年
に
東
京
消
防
庁

芝
消
防
署
に
配
属
後
、
京
橋
消
防
署
、

日
本
橋
消
防
署
、
浅
草
消
防
署
、
赤
坂

消
防
署
、
日
本
堤
消
防
署
、
千
住
消
防

署
に
勤
務
さ
れ
平
成
15
年
３
月
末
に
退

職
さ
れ
る
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
、
消

防
行
政
の
発
展
・
向
上
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
先
輩
や
同
僚
に

恵
ま
れ
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
を
通
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
瑞
宝
単
光
章
・
消
防
功
労

　
　
　
　

奈な

良ら　

眞し
ん

治じ

氏
（
谷
井
田
）　

元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

　

奈
良
氏
は
昭
和
37
年
に
東
京
消
防
庁

向
島
消
防
署
に
配
属
後
、荒
川
消
防
署
、

消
防
庁
本
部
、
千
住
消
防
署
、
丸
の
内

消
防
署
、
本
田
消
防
署
に
勤
務
さ
れ
平

成
15
年
12
月
末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
永

年
に
わ
た
っ
て
、
消
防
行
政
の
発
展
・

向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
職
場
の
先
輩
や

同
僚
の
協
力
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
35
年
間
続
け
て
い
る
魚
釣
り

を
地
域
の
方
々
と
楽
し
み
な
が
ら
、
の

ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域の安全・安心のため、訓練の成果を発揮！
　

10
月
５
日
、
市
総
合
運
動
公
園
多
目

的
広
場
に
お
い
て
、
第
３
回
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、

第
10
分
団
が
団
体
の
部
で
優
勝
し
ま
し

た
。
準
優
勝
に
は
第
３
分
団
、
第
３
位

に
は
第
７
分
団
が
入
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
最
優
秀
選
手
賞
に
は
、
大お
お

里さ
と

裕ゆ
う

人と

（
第
10
分
団
）
団
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　
　
　
　
　

競
技
大
会

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

　
　

操
法
大
会
筑
波
地
区
大
会 第10分団優勝おめでとう

　

10
月
19
日
、
第
59
回
茨
城
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
筑
波
地
区
大
会
が
、
つ

く
ば
市
の
カ
ス
ミ
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
か
ら
第
７
分
団
と
第
11
分
団
が
出
場

し
、
第
７
分
団
が
団
体
賞
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
第
11
分
団
も
第
４
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、個
人
の
部
で
優
秀
選
手
賞
に
、

飯い
い

島じ
ま

雅ま
さ

広ひ
ろ

（
第
11
分
団
）
団
員
と
高た
か

田だ

武た
け

司し

（
第
７
分
団
）
団
員
が
選
ば
れ
ま

し
た
。　
　
　

第7分団準優勝おめでとう
日ごろの訓練の成果を発揮！
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市 

役 

所 

を 

探 

検 

だ

　

〜　

板
橋
小
学
校
２
年
生
が
伊
奈
庁
舎
を
見
学
に　

〜  

　

10
月
３
日
、
板
橋
小
学
校
２
年
生

の
児
童
が
、
市
役
所
伊
奈
庁
舎
を
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

 

お 

め 

で 

と 

う 

！

　

エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
者
受
賞

「
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
」
へ
赴
任

　

〜 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

〜

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
福ふ
く

傳で
ん

美み

知ち

子こ

さ
ん

が
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
養

護
指
導
）
と
し
て
中
央
ア
メ
リ
カ
中
部
に

位
置
す
る
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
に
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
出
発
の
あ
い
さ
つ

の
た
め
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
傳
さ
ん
は
、
以
前
に
も
養
護
指
導
と

し
て
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し

て
お
り
、「
せ
っ
か
く
覚
え
た
ス
ペ
イ
ン
語

を
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
進
ん

だ
特
殊
教
育
技
術
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
体
力
の
続
く
限
り
頑
張
り
た

い
。」
と
、
再
び
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
く
決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。
体
に
気
を

つ
け
て
、
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。　

　

こ
れ
は
生
活
科
学
習
の
一
環

で
、
市
内
施
設
に
は
「
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
」「
働
い
て

い
る
人
の
様
子
は
」
な
ど
を
み

ん
な
で
探
検
し
、
協
力
し
な
が

ら
楽
し
く
調
べ
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
役
所
の
ほ
か
に

も
図
書
館
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
を
グ
ル
ー
プ
別
に
見
学

し
、
後
日
授
業
で
発
表
会
を
行
う
そ

う
で
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
で

生
き
生
き
と
生
活
し
、
社
会
参
加
活
動
を
実
践

さ
れ
て
い
る
高
齢
者(

エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実

践
者)
を
広
く
紹
介
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、そ
の
実
践
者
に
県
内
で
た
だ
一
人
、

岡お
か

田だ

一か
ず

枝え

さ
ん
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
教
員
退
職
後
、
機は
た

織お
り

サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
、
市
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
公
民
館
講
座
の
講
師
、
ま
た
社

会
教
育
委
員
な
ど
も
務
め
、
市
文
化
協
会
会
長

と
し
て
も
、
市
民
の
文
化
意
識
の
向
上
、
発
展

の
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
岡
田
さ
ん
は
、

「
今
後
は
、
地
元
に
根
付
い
た
活
動
を
進
め
、

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
還
元
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。『
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践

者
』
に
選
ば
れ
た
私
の
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
の

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
め
ざ
す
方
向
性
の
一
つ
の
と

も
し
び
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

  
掘  

れ  

た  

よ  

！ 「  

さ  

つ  

ま  

い  

も  

」

　

  
〜  

収
穫
体
験　

さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会
開
催  

〜　
　

　

10
月
11
日
、
市
内
小
島
新
田
地
区

で
、「
消
費
者
に
収
穫
の
喜
び
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
、
農
業
へ
の
理
解
と

交
流
を
深
め
て
も
ら
う
」
こ
と
を
目

的
に
、
市
谷
和
原
地
域
女
性
連
絡
協

議
会
主
催
の
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
模
様
の
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
子
ど
も
づ
れ
の
家

族
を
は
じ
め
約
６
０
０
人
の
参
加
者

か
ら
は
、
掘
り
出
し
た
さ
つ
ま
い
も

に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
新
米
の
お
に
ぎ

り
試
食
や
温
か
い
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
お
い
し
い
も
の
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
収
穫
の
秋
、
食
欲
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

県庁で表彰を受けた岡田さん（手前）

ここは、何をするところだろう？

大きなおいもがとれたよ

小林副市長より激励を受ける福傳さん　(右)
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〜つくばみらいのわだい 〜

市内の出来事
伊
奈
高
生　

優
勝

　
　
　

     

〜 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
県
大
会 

〜　

　

県
立
伊
奈
高
校
２
年
生
の
弦つ
る

巻ま
き

奈な

な々

さ
ん
は
、
９
月

24
日
に
行
わ
れ
た
「
茨
城
県
高
校
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
」
に
出
場
し
、
個
人
戦
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
見
事

に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
毎
日
気

合
い
の
入
っ
た

練
習
を
続
け
て
お

り
、
今
後
の
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

今後も活躍が期待
される弦巻さん

各種スポーツ大会結果

◆市秋季ソフトボール大会
期日　９月21日

結果　優　勝　リリーズ

　　　準優勝　クレージーズ

　　　第３位　ウィング、TOEI

（敬称略）

◆第５回市グラウンド・ゴルフ大会
期日　９月27日

結果　           【男子の部】　　 【女子の部】

　　優　勝　田
た

中
なか

　強
つよし

　　　大
おお

古
こ

　とき子
こ

　　準優勝　中
なか

村
むら

　利
とし

夫
お

　　岡
おか

野
の

　貴
き

美
み

子
こ

　　第３位　坂
さか

本
もと

　栄
さかえ

　　　野
の

本
もと

　さち

◆市バウンドテニス大会
期日　９月28日

結果　優　勝　千
ち

葉
ば

　三
さぶ

郎
ろう

　　　　　　　大
おお

図
づ

　行
ゆき

子
こ

　　

　　

◆市秋季少年野球大会
期日　９月28日

結果　優　勝　豊ナインズ

　　　準優勝　板橋ファイターズ

　　　第３位　小絹ゴールデンズ

◆市長杯ゲートボール大会
期日　10月５日

結果　優　勝　グリーンズ　チーム

　　　準優勝　青木　チーム

　　　第３位　すみれ　チーム

◆市秋季野球大会

期日　10月19日

結果　優　勝　ヤイターズ

　　　準優勝　クボタ

　　　第３位　イエローパンサー、つくばみらい市役所

◆市谷和原カップ

期日　10月12日

結果　【１・２年の部】  　【３・４年の部】　  【５・６年の部】　

　　 優勝       YFC小絹　　準優勝   板橋FC　   第3位  YFC小絹 　

　　 準優勝   YFC谷原　    第3位     谷和原F　 第3位  YFC谷和原 

優勝したリリーズの皆さん

トップ３の皆さん

ＢＴラリー戦優勝者を囲み皆さんで

優勝した豊ナインズの皆さん

優勝したグリーンズチームの皆さん

優勝したヤイターズの皆さん

１・２年部門優勝のYFC小絹の皆さん

　スポーツの秋です。市民および市内団体の各種競技での活躍を
お知らせします。
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住
生
活
総
合
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

国
土
交
通
省
は
12
月
１
日
、全
国
で
「
平
成
20
年
住
生
活
総
合
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
係
る
総
合
的
施
策
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
住
生
活
全
般
に

関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
な
ど
を
総
合
的
に
調
査
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）」
に
回
答
い

た
だ
い
た
世
帯
か
ら
、
茨
城
県
が
無
作
為
抽
出
し
た
世
帯
が
対
象
で
す
。
調
査
を
お
願

い
す
る
皆
さ
ま
に
は
重
ね
て
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成20年

●
調
査
の
有
効
利
用

　

今
回
の
調
査
で
は
、
住
宅
や
世
帯

の
実
態
を
把
握
す
る
「
平
成
20
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」
の
デ
ー
タ
と

リ
ン
ケ
ー
ジ
（
か
け
合
わ
せ
）
し
て

集
計
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、デ
ー

タ
の
有
効
活
用
を
図
り
、
今
後
の
施

策
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
効

果
的
に
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。

●
調
査
の
期
日

　

平
成
20
年
12
月
１
日
現
在
に
よ
り

行
い
ま
す
。

●
調
査
の
対
象

　

リ
ン
ケ
ー
ジ
集
計
を
行
う
こ
と
か

ら
、「
平
成
20
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
か
ら
抽

出
し
た
普
通
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
調
査
機
関

　

国
土
交
通
省
が
主
管
と
な
り
、
各

都
道
府
県･

市
町
村
の
協
力
の
も
と

実
施
し
ま
す
。

●
調
査
の
方
法

　

11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
の

間
に
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調

査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

●
主
な
調
査
項
目

・
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
と
そ
の
ま

　

わ
り
の
環
境
評
価
に
関
す
る
こ
と

・
最
近
の
居
住
状
況
の
変
化
に
関
す

　

る
こ
と

・
住
宅
の
住
み
替
え
、
改
善
の
意
向

　

や
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
調
査
結
果
の
公
表

　

調
査
結
果
は
、
全
国
の
ほ
か
、
大

都
市
圏
内
外
別
、
市
部
郡
部
別
に
ま

と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
報
告
書
に
も
ま
と
め
ら
れ
、

広
く
国
民
一
般
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

※
茨
城
県
で
は
、
調
査
結
果
を
県
全

体
、
圏
域
別
に
報
告
書
を
ま
と
め
、

公
表
す
る
予
定
で
す
。

●
個
人
情
報
の
保
護

◆問い合わせ先
   谷和原庁舎都市計画課

   ☎58‐2111   （内線8164）

「
統
計
報
告
調
整

法
」
に
よ
り
、
調

査
員
や
調
査
関
係

者
が
調
査
票
の
記

入
内
容
を
他
に
漏

ら
し
た
り
、
税
金

の
調
査
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

下水道工事のためご迷惑をおかけします

　全面通行止め(昼夜)
　　　　　　のお知らせ

　市内の小張・板橋地先における公共下水道に伴い、

昼夜とも全面通行止めとなる区間があります。大変

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　また、迂
うかい

回路については、矢印標識などを設置し

ますので、その標識に従って迂回をしてください。

●場　　所　市内小張・板橋地先（右図参照）

●規制内容　全面通行止め（昼夜とも）

●工事期間　11月下旬～翌年３月下旬

●規制日時　予告看板でお知らせします

◆問い合わせ先
   取手地方広域下水道組合 
   工務２課
  　☎0297‐74‐4180 　
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谷
井
田
地
区
で
活
動
し
て
い
る
手

打
ち
そ
ば
を
楽
し
む
会
「
蕎
遊
会
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

　

※
準
備
し
た
そ
ば
が
終
わ
る
ま
で

▼
場
所
＝
結
城
三
百
石
記
念
館

　
　
　
　
　
（
谷
井
田
１
６
４
７
）

▼
献
立
＝
天
ぷ
ら
そ
ば　

６
０
０
円

　
　

簗や
な

田だ　
　

☎
58
‐
０
６
３
８

　
　

矢や

満ま
ん

田た　

☎
58
‐
８
２
１
４

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱

　
　
　

技
能
講
習
開
催

▼
日
時
＝
平
成
21
年
1
月
16
日
㈮
、

　

17
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所
＝
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン

　

タ
ー　
（
水
戸
市
）

▼
費
用
＝
１
万
１
８
０
０
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
含
む
）

▼
定
員
＝
１
０
０
人

▼
受
付
＝
12
月
15
日
㈪
か
ら

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
茨
城

支
部

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
１
８
５　

を
募
集
し
ま
す
。
県
内
で
生
活
し
て

い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
・
茨
城
の

印
象
、
母
国
の
話
な
ど
国
際
理
解
を

深
め
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
で
き

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼
日
時
＝
平
成
21
年
２
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
会
場
＝
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

小

　

ホ
ー
ル

▼
応
募
資
格
＝
県
内
で
生
活
し
て
い

　

る
外
国
人

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

㈶
茨
城
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
６
１
１

第　

回
、
第　

回
犬
・

猫
里
親
の
会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

　

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み
集
積
所

　

な
ど
へ
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
７
日
㈰
、
13
日
㈯
、

　

平
成
21
年
１
月
４
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）
※
13
日
の
み   

　

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

　

  

占う
ら
べ部　

☎
58
‐
７
１
６
８

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
県
内
居
住
者
ま
た
は
県

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

　

   

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
０
２
３
５

個
人
事
業
税
納
税
は

　
　

    

月
１
日
ま
で
に

　

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に

納
税
い
た
だ
く
個
人
事
業
税
（
第
２

期
分
）
の
納
期
限
は
、
12
月
1
日
㈪

で
す
。
県
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り

の
金
融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
・
信

用
金
庫
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
）
で
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所　

収

税
第
１
課　

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
５　

業
務
従
事
者
の
届
出
を

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
、
保

健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
、

調
理
師
の
皆
さ
ま
へ
届
出
の
お
願
い

で
す
。

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
前
記
資
格

を
お
持
ち
の
方
（
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
以
外
の
資
格
に
つ
い
て

は
、
当
該
資
格
の
業
務
に
従
事
し
て

い
る
方
の
み
）
に
つ
い
て
は
、
各
資

格
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
の
規
定
に

問

問

申

問

問問

▼
場
所
＝
城
山
運
動
公
園
野
球
場
付

　

近
の
畑（
つ
く
ば
み
ら
い
市
田
村
）

▼
内
容
＝
自
然
観
察
会
、
そ
ば
打
ち

　

体
験
、
竹
筒
炊
飯
体
験
、
農
業
体

　

験（
玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
）、竹
細
工
、

　

し
め
縄
作
り
、
城
山
の
陣
中
大
な

　

べ
、
焼
き
芋
な
ど　
　

　
　

城
山
を
考
え
る
会　

横よ
こ

田た　

☎
０
９
０
‐
８
０
３
９
‐
９
０
９
０

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英

　

   

基
金
の
お
知
ら
せ

①
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
融
資
額
＝
最
高
５
０
０
万
円
（
労

　

金
の
会
員
の
方
は
１
千
万
円
ま
で
） 

　

一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

▼
返
済
期
間
＝
最
長
10
年　

別
途
、

　

元
金
据
置
期
間
（
最
長
５
年
）
が

　

設
定
で
き
ま
す
。

▼
金
利
（
固
定
・
特
別
）    

〜    

％

※
11
月
20
日
現
在　

　

保
証
料･･･

個
人
負
担

▼
保
証
＝
茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金

　

協
会
の
保
証

②
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
と
は
、

勤
労
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
茨
城
県
・
市
町
村
・
中
央
労

働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た

公
益
法
人
で
す
。

　

在
学
中
（
最
長
４
年
以
内
）
お
子

さ
ま
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円
（
一

世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融
資
に

対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
受
け

1.9

2.4

12

問

31

32

よ
り
、
12
月
31
日
㈬
現
在
の
就
業
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
届
出
期
限
は
平
成
21
年

１
月
15
日
㈭
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

茨
城
県
つ
く
ば
保
健
所
総
務
課

☎
０
２
９
‐
８
５
１
‐
９
２
８
７　

　
　
　

上
場
会
社
の
株
券
が　

　
　

電
子
化
さ
れ
ま
す

　　

２
０
０
９
年
１
月
、
上
場
会
社
の

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
！

●
株
式
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社

の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権

利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の

口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

●
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に

よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子

化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義
書
き
換
え

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

日
本
証
券
業
協
会　

証
券
決
済

制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
４
５
０
０

　
　
　
　

外
国
人
に
よ
る
日
本
語　

　

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
第
18
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
場
者

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
手
打
ち

　
　
　

そ
ば
の
会
」
開
催

問

問

問

「外国人相談全国専用ダイヤル」…０１２０‐５６７‐１１５　
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日（本館、分館）
　12月１日㈪　　　４日㈭
　　 　８日㈪          15日㈪
　　　22日㈪  　 　23日㈫
　
※特別整理休館期間（本館のみ）
　11月27日㈭～
　　　　12月４日㈭

年末年始休館（本館、分館）
12月27日㈯～
　　　平成21年１月５日㈪

読み聞かせ会（虹の会）
　12月13日 ㈯
　　午後２時　小学生まで

おはなし会
 　12月20日 ㈯

　　午後２時
　　３歳～７歳くらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

◆

◆

今

年

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

は

何

◆

◆

『図書館まつり』を開催しました

【18日】

●朗読・読み聞かせ発表会
　10組の出演者の方が工夫を凝らした発表を行い、発表

会を聴きに来た方とともに楽しい時間を過ごすことができ

ました。参加者からは「朗読・読み聞かせは、子どものみ

ならず、大人が聴いても楽しい。生の声で想像が増しまし

た。」などの感想がありました。

【19日】

●佐
さ

藤
とう

四
し

郎
ろう

氏　講演会
　サトウハチローにまつわる話を、音楽と共にたくさん

聴くことができました。参加者からは「ハチローのひみ

つ、生きてきた人生などの話やハチロー本人の声まで聴

くことができ、今回講演に参加できたことはよかった。」

との声が聞かれました。

【両日】

●読書感想画展
　たくさんの方がご覧になりました。

●本のリサイクル市　
　雑誌と本を大勢の方にお持ちいただきました。

大型絵本の読み聞かせをする出演者

佐藤四郎氏講演会の様子

にぎわった本のリサイクル市

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
く
る
！

　

12
月
の
お
は
な
し
会
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
話
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
話
が
終
わ
っ
た

後
に
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
き
ま
す
。
親
子
で
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
！

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
読
み
聞
か
せ
虹
の
会
」
に
感
謝
状

　
市
で
活
躍
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
読
み
聞

か
せ
虹
の
会
」（
代
表
＝
村む
ら

山や
ま

須す

美み

惠え

氏
）
が
、
こ
の
ほ

ど
永
年
に
わ
た
り
福
祉
分
野
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
は
平
成
６
年
か
ら

で
、
市
内
各
小
学
校
な
ど
で
の

児
童
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

せ
活
動
や
、
老
人
福
祉
施
設
な

ど
に
出
向
き
、
高
齢
者
へ
の
読

み
聞
か
せ
活
動
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
れ

ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
受
賞

さ
れ
た
も
の
で
す
。

「虹の会」の皆さん、おめでと
うございます

　10月18日・19日の２日間、図書館まつりを開催しました。天候にも恵まれ、いろい

ろなイベントにたくさんの方々の参加があり、会場は笑顔であふれていました。
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保 

健 

だ 

よ 

り

　
　
　
　

〜
冬
に
流
行
す
る
感
染
症
を
予
防
し
よ
う
〜

◆ 
◆　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

◆ 

◆

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、毎
年
冬
に
な
る
と
注
目
さ
れ
る
感
染
症
で
す
。

気
温
が
下
が
っ
て
空
気
が
乾
燥
す
る
11
月
下
旬
か
ら
翌
年
３
月
を
中
心

に
流
行
し
ま
す
。
通
常
の
風
邪
と
比
べ
症
状
が
全
身
に
わ
た
り
重
く
、

ま
た
、
感
染
力
が
強
く
短
期
間
で
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

か
か
っ
た
ら
大
変
！

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
と
乳
幼
児

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症
と
し

て
は
、
高
齢
者
が
併
発
し
や
す
い
肺

炎
、
乳
幼
児
が
ま
れ
に
併
発
す
る
脳

炎
や
脳
症
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
死
亡

例
も
多
く
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
呼

吸
器
系
や
心
臓
に
慢
性
的
な
病
気
の

あ
る
方
、
腎
臓
病
、
糖
尿
病
の
方
も

合
併
症
を
併
発
し
重
症
化
し
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。　
　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
　

予
防
法

【
予
防
接
種
】　

　

予
防
接
種
の
発
病
阻
止
率
は
70
〜

90
㌫
で
す
。
予
防
接
種
の
目
的
は
、

病
気
に
か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
か

か
っ
て
も
重
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

免
疫
は
接
種
後
約
２
〜
４
週
間
で
完

成
し
、
約
５
カ
月
続
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
流
行
す
る
前
（
12
月
中
旬
ま

で
）
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、

平
成
21
年
１
月
31
日
㈯
ま
で
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
日
常
生
活
】

・
人
ご
み
を
避
け
る

・
外
出
後
は
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る

・
室
内
は
こ
ま
め
に
換
気
を
し
、
乾

　

燥
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
る

・
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
る

　
『
か
か
っ
た
か
な
』
と

　
　
　
　
　

思
っ
た
ら
ま
ず
受
診

　

ま
ず
受
診
し
、
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
早
め
に
治
療
す
る
こ
と

は
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
と

い
う
意
味
で
も
重
要
で
す
。　

□
周
囲
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

　

し
て
い
る
。

□
頭
痛
が
す
る
。

□
38
℃
以
上
の
急
な
発
熱　
　
　

 

□
悪
寒
（
寒
気
）
が
す
る
。

□
関
節
痛
や
筋
肉
痛
が
あ
る
。　

 

□
倦
怠
感
や
疲
労
感
が
強
い
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は
、
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の

ひ
と
つ
で
、
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
感
染

力
は
非
常
に
強
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
か
け

て
感
染
し
ま
す
。

◆ 

◆　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス　

◆ 

◆

感
染
性
胃
腸
炎
と
は

　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
症
状
？

　

下
痢
・
吐
き
気
・
お
う
吐
・
腹
痛
・

発
熱
な
ど
。
通
常
、
こ
れ
ら
の
症
状

が
１
〜
２
日
続
い
た
後
治
癒
し
、
後

遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
予
防
を　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　

し
っ
か
り
と

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
ウ
イ

ル
ス
に
触
れ
た
人
の
手
を
介
し
て
感

染
が
拡
大
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

　

熱
す
る

●
調
理
器
具
は
洗
剤
で
十
分
に
洗
浄

　

し
た
あ
と
、
85
度
以
上
の
熱
湯
で

　

１
分
以
上
加
熱
す
る
か
、
塩
素
系

　

漂
白
剤
で
消
毒
す
る

●
ふ
ん
便
や
吐
物
の
処
理
に
は
、
使

　

い
捨
て
マ
ス
ク
と
手
袋
を
使
用
す
る

●
お
う
吐
物
な
ど
で
汚
れ
た
床
や
衣

　

類
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
す
る

●
お
う
吐
物
な
ど
を
処
理
し
た
後
は
、

　

流
水
で
十
分
に
手
洗
い
と
う
が
い

　

を
す
る

症
状
が
出
た
ら

　
　
　
　
　
　

早
め
の
受
診
を

　

お
う
吐
や
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
受
診
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
と
き
は
、
調
理
に
従
事
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「救急医療講演会」のお知らせ

●日時　12月６日㈯　午後2時～４時
●会場　つくば保健所　大会議室

●内容　（１）講演会　テーマ「かしこい患者になるために

　　　　　　～知っておきたい救急医療の最前線～」

　　　　　　講師　筑波メディカルセンター病院

　　　　　　　　　救命救急センター長　河
こう

野
の

　元
もと

嗣
つぐ

　先生

　　　　　　　　　つくば市消防本部　救急救命士

　　　　（２）体験発表

●参加費　無料

●申し込み方法　開催日前日までに、電話・FAX・Eメール

　　　　　　　　 のいずれかで申し込み

●主催　つくば市、つくば市医師会、つくば保健所

●申し込み先　つくば保健所　地域保健推進室
　  ☎  029‐851‐9287　　℻  029‐851‐5680
　  Eメール : tsuho01@pref.ibaraki.lg.jp　

　

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

　

次
の
い
く
つ
か
に
該
当
し
た
ら
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】
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12 月保健カレンダー
２ 火 健康増進室利用講習会　午前９時～

３ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

４ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

５ 金

骨粗しょう症検診（予約制）
　前半：午前９時30分～ 11時
　後半：午後１時30分～ 3時
　 場所：（前半）伊奈保健センター
　　　    （後半）谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
離乳食教室（予約制）前半：午後１時～２時
　　　　　　　　　　後半：午後２時30分～ 3時30分
　　　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター

６ 土
健康増進室利用講習会　午後１時～
成人歯科検診（予約制）午後１時30分～３時30分
　　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター

８ 月

移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　場所：下平柳公民館
成人歯科検診（予約制）午後１時30分～３時30分
　　　　　　　場所：伊奈保健センター

９ 火

ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　　　場所：谷和原公民館
　　　対象：生後１～ 12カ月の乳児と保護者
ポリオ予防接種　午後１時15分～２時
　　　　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター
　※10月29日にポリオを受けられた方は、6週間経過

　　していないため受けられません

10 水

プレママ教室（予約制）A：午前９時30分～正午
　　　　　　　　　　　B：午後１時～４時
　　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
健康増進室利用講習会　　  午後６時30分～

11 木 ミニ教室【チューブ運動】　     午前11時～

12 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

14 日 健康増進室利用講習会　午後１時～

15 月
３歳児健診　午後１時～２時
　　　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター
         　　 　 対象：平成17年10・11月出生児

16 火
１歳６カ月児健診　午後１時～２時
　　　　　　場所：谷和原保健福祉センター
　　　　　　対象：平成19年５・６月出生児

17 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
３歳児健診　午後１時～２時
　　　　　　　　場所：伊奈保健センター
　　　　　　対象：平成17年10・11月出生児

18 木

育児相談（予約制）　午前10時～ 11時30分
　　　　　　　　　  場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
１歳６カ月児健診　午後１時～２時
　　　　　　場所：伊奈保健センター
　　　　　　対象：平成19年５・６月出生児

19 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

24 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

25 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

26 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

＜健康増進室利用について＞

●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。
●申 込 日　
11月25日㈫～受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　各日とも17人　（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参　  加 　 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

　★健康増進室の利用時間
　　・火～土曜日：午前９時～午後８時30分
　　・日　曜　日：午前９時30分～午後７時30分
　　※月曜日は休室になります。

◆問い合わせ先・申し込み先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
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　日　程

 

　

　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）
　　　　　　　　　　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問い合わせ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

休日当番病院（12月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

12月7日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

14日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

21日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

23日㈷ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

28日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

29日㈪ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

30日㈫ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

31日㈬ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

小児科救急当番病院（12月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

（株）シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関東商事（株）
0298-36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

行政相談

教育相談
　市では、次の２カ所で教育相談を行ってい
ます。
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・
友人関係・受験・カウンセリングなど何でも
結構ですのでご利用ください。来所相談のほ
か、電話相談も受け付けています。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）

　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
※ただし12月2日㈫のみ12月４日㈭に変更になります　
●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん（元小絹中学校校長）

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識

が見えにくい」「郵便ポストが近くにない」など、

困っていることはありませんか？

　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　12月18日(木)

　　　　　　午後１時30分～３時30分

　場　　所　伊奈庁舎　２階　会議室

　　また、随時相談を受け付けています。

　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　12月２日㈫ 法律相談(弁) …保健福祉センター
　　　 ９日㈫ 法律相談(弁) …すこやか福祉館
　　　15日㈪ 心配ごと相談 …すこやか福祉館
　　　　　　　　　〃　　　 　保健福祉センター
　　　16日㈫ 法律相談(司) …保健福祉センター
　　　24日㈬ 法律相談(弁) …すこやか福祉館

【おわびと訂正】
　広報10月号で11月１日より指定地区はなくなると掲載しましたが、
指定地区は上記のとおりとなります。内容に誤りがあったことを、
おわびし、訂正します。

日曜日開庁のお知らせ(12月）

    谷 和 原 庁 舎             ７日・21日

     伊 奈 庁 舎           14日

※12月28日㈰および平成21年１月４日㈰は、年末年始に　
　より業務を行いませんので、ご注意願います。

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
【税務関係】　
　　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車車検用
　　納税証明書などの発行
　　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参の場合
　　のみ）の収納
【住民関係】
　　戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印鑑登録　
　　および印鑑証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）
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水道漏水修理当番（12月）

　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ

ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579

２ 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
３ 水 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
４ 木 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 金 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 土 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 月 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
10 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常陸管工 52 - 5579
12 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
13 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
14 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
15 月 松本工業㈱ 58 - 2187 常総土木工業㈱ 52 - 5357
16 火 成島建設㈱ 58 - 1131 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
17 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335
18 木 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲福新設備工業 52 - 5011
19 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲川口商事 52 - 3286
20 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
21 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
22 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
23 祝 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
24 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
25 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
26 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
27 土 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
28 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
29 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
30 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804
31 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

10月分
0件

　0件
0件
0件

　10月分
19件
64件
　26件
109件

20年分
8件

　3件
11件
22件

20年分
164件
704件

　216件
1,084件

12月の納税など
固 定 資 産 税 ※ 1　         第 ３ 期
国民健康保険税※1　　　第 ７ 期
介 護 保 険 料 ※ 1　　　第 ５ 期
保 　 育 　 料 ※ 1　　　1 2 月 分
児 童 ク ラ ブ ※ 2　　　1 2 月 分
水 道 使 用 料　　　1 0 月 分
下 水 道 使 用 料　　　1 0 月 分
農 集 排 使 用 料　　　1 0 月 分
コ ミ プ ラ 使 用 料　　　1 0 月 分
住 宅 使 用 料　　　1 2 月 分
地 　 代　　　1 2 月 分

☆納期限は12月29日㈪です。
　　 ※1は25日㈭です。

　　 ※2は平成21年1月5日㈪です。

市
長
10
月
の
動
静
（
10
月
１
日
〜
10
月
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

１
日
㈬
＝
庁
議

３
日
㈮
＝
板
橋
小
２
年
生
伊
奈
庁
舎
見
学
、
市
公
共

               

事
業
再
評
価
委
員
会

４
日
㈯
＝
伊
奈
第
一
保
育
所
運
動
会

５
日
㈰
＝
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

６
日
㈪
＝
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
、
常
総
市
副
市
長

　
　
　
　

来
訪　

７
日
㈫
＝
立
浪
部
屋
へ
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
贈
呈
、　

　
　
　
　

市
共
産
党
議
員
団
平
成
21
年
度
予
算
要
望
、

　
　
　
　

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
筑
波
地
区

　
　
　
　

大
会
出
場
分
団
の
激
励　

８
日
㈬
＝
常
総
衛
生
組
合
議
会

10
日
㈮
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
所
式
、
市
議
会

　
　
　
　

平
成
21
年
度
予
算
要
望
、
岡
堰
土
地
改
良

　
　
　
　

区
視
察

15
日
㈬
＝
県
産
業
立
地
推
進
東
京
本
部
長
訪
問

16
日
㈭
＝
読
み
聞
か
せ
虹
の
会
へ
厚
生
労
働
大
臣
感

　
　
　
　

謝
状
伝
達

18
日
㈯
＝
子
供
ま
つ
り

19
日
㈰
＝
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
筑
波
地
区

　
　
　
　

大
会

21
日
㈫
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
議
会

22
日
㈬
＝
伊
奈
穂
ふ
れ
あ
い
給
食
、
県
農
林
水
産　

　
　
　
　

部
長
来
訪　

24
日
㈮
＝
市
水
道
運
営
審
議
会

27
日
㈪
＝
取
手
市
外
２
市
火
葬
場
組
合
管
理
者
会
、

　
　
　
　

常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

30
日
㈭
＝
取
手
広
域
下
水
道
組
合
管
理
者
会
、

　
　
　
　

入
札
・
開
札

31
日
㈮
＝
辞
令
交
付
式
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市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

　

地
域
活
動
と
聞
い
て
、
ど
ん
な

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？

「
町
の
清
掃
」、「
近
所
の
お
年
寄
り

の
話
し
相
手
」
な
ど
色
々
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
市

内
に
も
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
多
数
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
お
互

い
に
連
携
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
に

は
24
グ
ル
ー
プ
で
、
約
５
３
０
人
の

会
員
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
活
動
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
の
住
む
地
域
が
笑
顔
で
あ
ふ

れ
る
と
、
あ
な
た
の
人
生
が
も
っ
と

楽
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
谷
和
原
支
所
）
へ
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
25
‐
２
１
０
１

◆
設
立
時
期　

平
成
13
年
7
月

◆
会  

員  

数　

15
人

◆ 

会
の
目
的　

普
通
の
心
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
を
忘
れ
ず
に
楽
し

み
な
が
ら
活
動

◆ 

活
動
実
績　

配
食
・
会
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
調
理
、
市
行
事
な
ど
へ

の
参
加
・
手
伝
い               

　
【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

献
立
表
を
見
な
が
ら
料
理
を
想
像

し
、
出
来
上
が
り
の
評
価
を
気
に
し

な
が
ら
、
自
称
主
婦
業
三
十
数
年
の

腕
を
信
じ
「
心
を
こ
め
て
調
理
す
れ

ば
絶
対
お
い
し
い
は
ず
」
と
確
信
し

て
い
る
私
達
で
す
。

　

食
べ
ら
れ
る
幸
せ
、
命
を
支
え
る

食
、
生
き
る
た
め
の
食
、
人
の
思
惑

は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
食
を
通
し
て

皆
さ
ま
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
自
分

で
は
気
が
つ
か
な
い
こ
と
を
、
相
手

や
周
り
か
ら
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と

は
自
分
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
り
、

つ
ま
り
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
訳
で
す
。
そ
れ
な
ら
楽
し
く
学
ぼ

う
と
い
う
こ
と
で
、
長
続
き
す
る
た

め
に
楽
し
さ
の
分
か
る
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

人
と
の
巡
り
合
い
に
感
謝
し
、
人

【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

高
齢
者
施
設
の
皆
さ
ん
と
会
話
や

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
聴
い
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
る
と
、「
あ
っ
」
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
ん
な
感
じ
で
良
い
の
だ

ろ
う
か
と
、考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
時
々

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
は
ニ
コ
ニ
コ
と
ゲ
ー
ム
の
準
備
を
し

て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
私

達
の
方
が
癒
さ
れ
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
を

歌
っ
た
り
踊
っ
て
見
せ
る
の
も
喜
ば
れ

ま
す
が
、
や
は
り
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
全
員
で
ど
ん
な
遊
び
を
取

り
入
れ
た
ら
良
い
か
、
興
味
の
あ
る
体

操
は
ど
ん
な
も
の
か
と
考
え
る
の
も
楽

◆
設
立
時
期　

平
成
17
年
10
月
１
日

◆
会  

員  

数　

11
人

◆
会
の
目
的　

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者 

　

の
皆
さ
ん
に
喜
び
と
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
一
時
で
も
心
に
元
気

　

の
パ
ワ
ー
を
運
び
、
私
た
ち
も
幸
せ
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
く
こ
と

◆
活
動
実
績　

季
節
に
合
わ
せ
て
の
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
行
事
の
参

　

加
、
健
康
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施      

間
関
係
再
生
の
た
め
に
は
「
人
は
ひ

と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
の
言

葉
が
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
あ
し
た
ば
の
会
の
由
来
は
、

明あ
し
た
ば

日
葉
が
強
い
生
命
力
と
不
老
長
寿

の
薬
草
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

で
す
。

　
 

☎
52
‐
４
９
１
２　

関せ
き

伊奈養護学校「伊奈養祭」でお手伝い

高齢者福祉施設でのボランティアの様子

し
み
で
あ
り
、
ま
た
課
題
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。 

高
齢
者
施
設
の
行
事
に
合

わ
せ
て
の
参
加
、
ま
た
声
が
か
か
れ
ば

ど
こ
の
高
齢
者
施
設
に
も
喜
ん
で
伺
い

ま
す
。
会
員
以
外
の
方
で
も
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

 

☎
52
‐
３
１
８
６　

福ふ
く

田だ

問

問

あ　

し　

た　

ば　

の　

会

あ　
　

お　
　

ぞ　
　

ら

つ
く
ば
み
ら
い
の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア




